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農林水産省並びに、衆議院・参議院農林水産委員
会決議では「交渉においては『除外』及び『再協
議』も含め、重要品目の柔軟な取り扱いについて
十分な配慮が得られないときは、政府交渉の継続
について中断も含め厳しい判断をもって臨む」との
決議はなされていますが、仮に交渉入りした場合、
先日の署名も含め、重要品目は必ず配慮すること
を強く要求しましょう。

小麦　　　　 砂糖　　　　 乳製品　　 牛肉
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簡単にEPA交渉を説明しますと、FTA（自由貿易協定）と違い、EPAは主に関税に関することについて交渉の
ことを指します。農業について無関心な方は「関税が撤廃されれば、安い農産物が入ってきていいことだ」と認
識しがちですが、豪州が興味を持っていて尚且つ輸出を狙っているものに小麦・砂糖・乳製品・牛肉があり、こ
れらの品目の関税が撤廃されると、特に北海道の農業は壊滅し、関連産業も加えると影響は計り知れないことに
なります。更に、日本の食糧自給率は大幅な低下が懸念され、何らかの理由で輸入がストップした時には大変な
ことになる事が予想されます。

日本とオーストラリアの
農業の違い掲載

農用地面積（百万ha）

平均経営面積（ha/戸）

共同研究
開始

平成17年
11月

平成18年12月 ？ ？ ？

共同研究報告書
とりまとめ

第１回
交渉

大筋合意
？

署名発効
？
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v.s.
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これまでにもEPA交渉は行われており、一部の品目では関税が撤廃されております。しかし、今回の交渉が開
始されると豪州は全ての農産物の関税撤廃を要求してくることが予想され、特に豪州の関心品目は日本の重要品
目と一致することがポイントとなります。

日豪EPA交渉は、日豪での共同研究が平成17年より開始され、昨年12月に報告書がまとめられ、現在は交渉が
開始されるのを待っている状態です。

関税が完全に撤廃されることになれば以下の表通り輸入額の多い４品目の生産額は「約８０００億円」も減
少し、さらに、米をはじめとする他の農林水産品や関連産業への影響を考えると「１兆円」を越える影響があ
ると予想されています。

衆議院・参議院農林水産委員会決議【抜粋】 〈衆議院：平成18年12月７日、参議院：平成18年12月12日〉

１．米、小麦、牛肉、乳製品、砂糖などの農林水産物の重要品目が、除外又は再協議の対象となるよう、政府一体となって
全力を挙げて交渉すること。
２．現在進行中のＷＴＯの交渉や、米国、カナダ等との間の農林水産物貿易に与える影響について十分留意すること。
３．交渉に当たっては、交渉期間を定めず、粘り強く交渉すること。万一、我が国の重要品目の柔軟性（柔軟な取り扱い）
について十分な配慮が得られないときは、政府は交渉の継続について中断も含め厳しい判断をもって臨むこと。
４．交渉を進める中においても、国内農林水産業の構造改革の努力を加速し、国際競争力の強化につながるよう全力を挙げ
るとともに、交渉の帰趨いかんでは、国内農林水産業、関連産業及び地域経済に及ぼす影響が甚大であることを十分に踏
まえて、政府を挙げて対応すること。

交
渉

現在



地域農業や農業技術の情報交換と仲間づくりを目的として、風連地域で就農している概ね30歳以下の青年達で結成さ
れた農村青年グループ。平成８年に農業青年を対象に開催された「農村ゼミナール」（農業改良普及センター主催）の活
動を経て、平成13年に風連町アグリエイトクラブを結成し現在に至る。現在の部員数は33人。
主な活動内容は、営農技術向上のための視察研修や学習会の開催のほか、親睦交流を図る為のスポーツ大会の開催な
ど、主に学習と交流を軸に農業青年間の親睦を図ってい
る。
また、名寄市合併後の昨年はなよろ産業まつりへの出
店（牧草ロール転がしで優勝）、地産地消フェアではアイ
ディア料理コンテストで複数入賞（サンピラーでメニュ
ー化）など、新市の農業振興に一役買っている。

風連町アグリエイトクラブ委員長の斉藤覚さんが２月26日～３月１日、
東京都で開催された「第46回全国青年農業者会議」で北海道若手農業者代
表としてアグリメッセージの発表を行い、見事優秀賞（農林水産省経営局
長賞）という快挙を達成されました。斉藤さんは、昨年12月に開催された

「アグリフォーラム 2006 in上川」でアグリメッ
セージ部門最優秀賞を獲得し、続いて今年１
月下旬に開催された「平成18年度北海道青年
農業者会議」に上川代表として参加し各支庁
代表が参加する中、再び最優秀賞に輝き青年
農業者北海道代表として全国大会へと駒を進
めた経緯にあります。

アグリメッセージとは、農業経営や地域活動に積極的に取組んでいる青年農業者が自ら体験した事を通じ、日
頃考えていることなどについて意見を発表するもので、斉藤さんは逆境体験と将来の夢を「ピンチをチャンス
に！」にと題し発表されました。滋賀県の専門学校進学から現在の農業経営に携わるまでの経過を紹介しなが
ら、自らトマト栽培を始めたが堆肥技術や病害虫に悩まされるなど、学校で勉強した技術だけでは通用しないこ
となど苦しい現実を体験。試行錯誤を繰り返しながら今では栽培７年目にしてハウス18棟を作付するまでに至っ
た経緯を紹介し、「父の代で酪農から畑作に転向したように、自分の代でトマトを軸とした骨太経営に変わるこ
とが出来ました。苦しいときは気持ちも後ろ向きになってしまうが、『一つのピンチは一つのチャンス』どんな時
でも前に歩むことが大事です。」とピンチをチャンスに変える意気込みが農業者にとってどれほど大切かという
ことを力強く語り、発表の最後には「自分が父親の背中を見て育ったように、昨年生まれたわが子には自分の背
中を見せて育てていきたい」と決意を述べました。
全国大会について聞くと「農業だけでなく全ての面で意欲的且つ自分に自信を持って行動している人がたくさ
ん来ていた。私も自分に自信が無いわけではないが、実力のともなった自信をもっともっと磨いていきたい。」と
語ってくれました。
アグリメッセージの発表はアグリエイトクラブとしては今回で２回目の参加で
す。前回の参加では、クラブ員の佐竹尚人さんが上川大会で最優秀賞を獲得し全
道大会に出場した経緯もあります。今回の上川大会では、名寄市４Hクラブの水
間友幸さんと平間大介さんのプロジェクト発表が上川大会で最優秀賞を獲得し全
道大会に出場している事もあり、「昨今は後継者不足が加速しているからこそ、若
い層から活気を送り込む一つのきっかけになれば。」と話す斉藤さん。今後は個人
としても風連町アグリエイトクラブとしても活動を意欲的にしていきたいとの事
です。
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アグリエイトクラブ斉藤覚委員長
全国大会で農林水産省経営局長賞受賞

斉藤　覚（27）

名寄市風連町緑町在住（圃場は東風連）

風連町アグリエイトクラブ運営委員長

風連町アグリエイトクラブ



【
回
答
】
改
善
に
向
け
努
力
い
た
し
ま
す
。

○
玄
米
の
と
り
ま
と
め
で
農
家
手
取
り
が

少
な
い
の
に
何
故
、
と
り
ま
と
め
価
格
は

高
い
の
か
。

【
回
答
】
計
画
流
通
米
を
利
用
し
て
お
り
、

ホ
ク
レ
ン
か
ら
の
買
戻
し
で
取
り
進
め
て

お
り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

四
、
燃
料
課

○
免
税
軽
油
配
送
に
つ
い
て
、
１
０
月
下

旬
に
凍
結
が
あ
っ
た
が
冬
期
用
軽
油
配
送

を
適
切
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

【
回
答
】
ホ
ク
レ
ン
並
び
に
Ｊ
Ａ
Ｏ
Ｃ
と
協

議
し
改
善
し
て
参
り
た
い
。

一
、
農
業
振
興
計
画
に
対
す
る
ご
意
見
ご

要
望

○
ア
ス
パ
ラ
の
全
量
出
荷
が
出
来
て
い
な

い
。
他
よ
り
安
い
か
ら
で
は
。
ホ
ク
レ
ン
系

統
販
売
だ
け
で
い
の
か
。

【
回
答
】
現
在
荷
受
市
場
中
心
に
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ギ
フ
ト
商
材
に
つ
い
て

は
生
産
地
発
信
型
（
地
元
Ａ
コ
ー
プ
）
の

Ｐ
Ｒ
に
て
販
売
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

は
消
費
地
発
信
型
（
市
場
・
量
販
店
及
び

輸
送
会
社
等
）
ギ
フ
ト
を
取
り
組
み
、
生

産
者
手
取
り
価
格
の
確
保
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

○
馬
鈴
薯
を
推
進
し
て
い
る
が
、
そ
の
基

と
な
る
種
馬
鈴
薯
に
対
す
る
取
組
み
も
重

○
一
戸
一
組
合
員
及
び
地
区
別
総
代
数
の

考
え
は
。

【
回
答
】
農
協
法
、
定
款
で
一
戸
複
数
組

合
員
が
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

地
区
別
の
総
代
数
に
つ
い
て
は
、
組
合
員

戸
数
、
組
合
員
数
、
事
業
量
を
基
礎
に
決

定
し
て
参
り
ま
し
た
の
で
ご
理
解
願
い
ま

す
。

一
、
生
産
資
材
課

○
ア
ス
パ
ラ
に
使
用
す
る
農
薬
で
登
録
の

あ
る
安
価
な
商
品
が
あ
っ
た
が
高
い
商
品

を
紹
介
さ
れ
た
。

【
回
答
】
情
報
の
提
供
を
含
め
安
価
供
給

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

○
生
産
資
材
で
Ｐ
Ｏ
Ｓ
が
導
入
さ
れ
て
い

る
が
、
本
支
所
ど
こ
で
も
分
か
る
よ
う
に

管
理
す
べ
き
だ
。
又
、
肥
料
等
集
約
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

【
回
答
】
内
部
で
十
分
協
議
し
て
参
り
ま

す
。

〈
購
買
関
係
〉

〈
営
農
・
販
売
部
門
〉

〈
総
務
関
係
〉
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○
振
興
計
画
で
土
作
り
と
あ
る
が
、
堆
肥

供
給
の
今
後
の
対
応
は
。

【
回
答
】
資
材
部
門
で
堆
肥
供
給
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。

二
、
メ
カ
ニ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

○
み
の
る
田
植
機
の
整
備
に
つ
い
て
、
メ

カ
ニ
ッ
ク
は
出
来
る
か
。
又
冬
期
間
、
整

備
士
を
み
の
る
田
植
機
工
場
に
派
遣
研
修

さ
せ
技
術
養
成
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
回
答
】
格
納
庫
修
理
を
含
め
技
術
者
養

成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

○
メ
カ
ニ
ッ
ク
の
部
品
等
在
庫
が
多
い
と

聞
い
て
い
る
。
業
者
へ
の
対
応
で
良
い
の

で
は
な
い
か
。

【
回
答
】
適
正
な
在
庫
管
理
に
努
め
対
応

し
て
参
り
ま
す
。

三
、
生
活
課

○
地
産
地
消
で
「
こ
め
ご
こ
ろ
」
を
販
売

す
る
が
、
Ａ
コ
ー
プ
の
人
員
で
対
応
で
き

る
の
か
。

【
回
答
】
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

○
Ａ
コ
ー
プ
は
赤
字
だ
。
利
益
追
求
を
論

議
す
る
の
で
あ
れ
ば
閉
鎖
す
べ
き
だ
。

要
で
は
。

【
回
答
】
Ｊ
Ａ
の
事
業
と
し
て
、
馬
鈴
薯

の
振
興
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、

重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
又
、

行
政
に
も
支
援
を
要
請
し
て
お
り
ま
す
。

○
馬
鈴
薯
の
推
進
に
向
け
、
貯
蔵
施
設
の

導
入
も
是
非
お
願
い
し
た
い
。
合
せ
て
、

大
コ
ン
テ
ナ
も
不
足
な
の
で
対
応
願
い
た

い
。

【
回
答
】
計
画
的
な
大
コ
ン
テ
ナ
の
導
入

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
補
助
事
業
に
て
貯

蔵
施
設
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

庭
先
保
管
等
の
ご
協
力
も
お
願
い
し
ま
す
。

○
加
工
馬
鈴
薯
に
つ
い
て
は
、
作
付
が
減

っ
て
お
り
作
付
増
反
に
向
け
指
導
願
い
た

い
。

【
回
答
】
加
工
用
途
向
け
馬
鈴
薯
が
年
々

減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
品
目
横
断
的
対

策
の
中
で
十
勝
・
北
見
地
区
の
増
反
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
指
標
確
保
に
向
け
た
推
進

を
図
る
と
共
に
、
こ
の
地
域
に
合
っ
た
品

種
選
定
、
種
馬
鈴
薯
確
保
及
び
収
穫
機
械

等
の
導
入
に
向
け
取
り
進
め
て
参
り
ま
す
。

○
振
興
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
、
行

政
も
合
併
し
広
域
化
し
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
も

運
営
負
担
し
て
お
り
、
得
る
も
の
が
あ
る

か
。
又
、
生
産
者
に
対
す
る
メ
リ
ッ
ト
は

あ
る
か
。

【
回
答
】
行
政
と
も
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い

て
協
議
中
で
す
。
現
在
、
技
術
・
営
農
指

地
区
別
懇
談
会

平
成
十
八
年
十
二
月
五
日
〜
九
日
の
実
四
日
間
、
地
区
別
懇
談
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
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導
を
始
め
、
土
壌
診
断
・
茎
頂
点
培
養
・

実
証
展
示
圃
等
の
業
務
を
推
進
し
て
お
り

組
合
員
に
も
大
い
に
利
用
頂
く
よ
う
推
進

し
て
参
り
ま
す
。

○
農
業
者
が
減
少
す
る
中
、
農
地
の
流
動

化
が
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
売
り

手
・
買
い
手
の
調
整
も
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
農
業
委
員
会
を
中
心
に
取
り
進
め
て

い
る
が
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
支
援
願
い
た
い
。

【
回
答
】
行
政
、
農
業
委
員
会
と
も
連
携

し
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

○
品
目
横
断
的
対
策
、
又
、
も
ち
米
の

十
％
自
主
減
反
に
よ
る
生
産
調
整
に
よ
り

作
付
品
目
が
変
わ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
作
物
が
考
え
ら
れ
る
か
。

【
回
答
】
振
興
計
画
の
中
に
も
あ
る
、
南

瓜
・
馬
鈴
薯
・
ア
ス
パ
ラ
等
の
収
益
性
の

高
い
品
目
を
推
進
し
ま
す
。

○
地
元
市
場
を
主
体
に
取
引
き
し
て
い
る

生
産
者
も
い
る
。
近
年
、
青
果
部
か
ら
の

出
荷
が
多
く
、
価
格
引
下
げ
に
も
な
っ
て

い
る
。
対
応
に
つ
い
て
検
討
願
い
た
い
。

【
回
答
】
地
元
市
場
と
は
地
産
地
消
を
目

的
と
し
て
今
後
も
連
携
を
強
化
し
て
販
売

し
て
参
り
ま
す
。
地
元
市
場
も
相
対
販
売

取
引
の
増
加
か
ら
計
画
出
荷
を
希
望
し
て

お
り
要
望
に
応
え
て
参
り
ま
す
。

○
ア
ス
パ
ラ
の
大
苗
供
給
に
つ
い
て
は
、

振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
願
い
し
て
い
る
が
、
計

画
の
中
で
は
今
後
生
産
者
に
委
託
し
て
行

く
と
の
事
だ
が
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
こ
の
事
業

か
ら
手
を
引
く
の
か
。

【
回
答
】
Ｈ
十
九
年
度
は
既
に
取
り
纏
め

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
以
後
に
つ
い
て

は
生
産
者
に
委
託
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
と
し
て
、
大
苗
事
業
の
取
組
み
は
推

進
し
て
参
り
ま
す
。

○
米
の
色
彩
選
別
機
の
改
修
の
考
え
方
は
。

【
回
答
】
補
助
事
業
で
導
入
し
た
施
設
で

あ
り
、
又
、
会
計
検
査
の
対
応
も
あ
り
、

行
政
と
も
協
議
し
て
参
り
ま
す
。
多
少
年

限
は
要
し
ま
す
が
改
修
整
備
の
検
討
を
致

し
ま
す
。

○
大
豆
の
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
機
械
収
穫
が

増
え
て
お
り
、
汚
粒
対
策
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
設
備
機
械
の
整
備
を
強
く
要
望
し
た

い
。

【
回
答
】
今
年
も
北
ひ
び
き
（
剣
淵
支
所
）

に
汚
粒
処
理
を
委
託
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
、
増
え
る
こ
と
が
予
想
で
き
、
現
在
の

施
設
に
設
置
す
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
今
年
度
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

○
振
興
計
画
書
に
推
進
作
物
を
明
記
し
な

い
と
、
対
象
か
ら
外
れ
た
品
目
は
、
施
設

導
入
な
ど
で
補
助
事
業
の
対
象
外
と
な
る

の
で
は
な
い
か
。

【
回
答
】
本
計
画
は
、
三
ヵ
年
と
限
ら
れ

た
期
間
の
中
で
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
基

幹
・
推
進
作
目
を
い
く
つ
か
揚
げ
て
お
り

ま
す
が
、
短
期
間
で
も
あ
り
こ
れ
ら
の
品

目
を
優
先
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

○
春
小
麦
の
初
冬
播
き
が
五
十
ha
程
増
反

さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
品
目
横
断
的
政

策
で
は
、
過
去
実
績
で
問
題
な
い
か
。

【
回
答
】
過
去
実
績
に
つ
い
て
は
個
別
に

対
応
致
し
ま
す
。

○
う
る
ち
米
の
「
こ
め
ご
こ
ろ
」
の
地
産

池
消
を
推
進
し
て
行
く
計
画
の
中
で
、
八
、

〇
〇
〇
俵
〜
一
〇
、
〇
〇
〇
俵
を
目
標
と

し
、
販
売
窓
口
を
Ａ
コ
ー
プ
と
し
て
い
る

が
、
体
制
と
し
て
充
分
な
の
か
。

【
回
答
】
人
員
体
制
も
含
め
、
販
売
拡
大

に
努
め
ま
す
。

○
品
目
横
断
的
対
策
で
秋
小
麦
の
品
代
一

俵
／
二
、
三
〇
〇
円
（
一
等
麦
）
で
見
て

い
る
が
一
等
麦
の
出
荷
が
可
能
か
。

【
回
答
】
施
設
に
お
け
る
一
等
麦
調
製
を

目
指
し
ま
す
。

○
初
冬
播
き
小
麦
に
つ
い
て
、
施
設
調
製

で
二
等
麦
出
荷
と
の
事
だ
が
。

【
回
答
】
一
等
麦
出
荷
を
目
指
し
ま
す
。

○
そ
ば
に
つ
い
て
、
品
目
横
断
的
対
策
の

中
で
、
増
反
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
Ｊ
Ａ

と
し
て
、
収
穫
・
調
製
に
つ
い
て
是
非
取

組
ん
で
欲
し
い
。
又
、
調
製
に
つ
い
て
、

豊
里
西
地
区
（
風
連
）
は
利
用
出
来
な
い

か
。

【
回
答
】
現
有
施
設
で
の
調
製
も
検
討
し

ま
す
が
、
現
況
は
市
内
外
へ
の
委
託
調
製

を
考
え
て
い
ま
す
。
対
応
に
つ
い
て
は
播

種
前
に
生
産
者
へ
説
明
会
を
開
催
す
る
予

定
を
し
て
お
り
ま
す
。

○
農
地
・
水
・
環
境
対
策
に
つ
い
て
、
品

目
横
断
的
対
策
と
の
車
の
両
輪
と
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
対
策
は
農
家
全
員
が
対
象

と
な
る
の
で
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
是
非
押
し

て
ほ
し
い
。

【
回
答
】
Ｈ
十
九
年
は
、
名
寄
市
は
七
地

区
（
全
市
）
の
う
ち
一
地
区
を
申
請
し
ま

す
。
Ｈ
二
十
年
は
残
り
六
地
区
の
採
択
に

向
け
、
Ｊ
Ａ
も
協
力
し
て
参
り
ま
す
。

○
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
ど
の
部
分

か
ら
実
施
し
て
い
く
か
。
優
先
順
位
を
懇

談
会
に
示
せ
な
い
の
は
問
題
で
は
な
い
か
。

【
回
答
】
素
案
の
段
階
で
も
あ
り
、
組
合

員
・
関
係
者
の
意
見
も
充
分
踏
襲
し
、
順

位
に
つ
い
て
は
振
興
計
画
に
明
記
し
て
参

り
ま
す
。

○
も
ち
米
の
十
％
自
主
減
反
に
対
す
る
、

何
ら
か
の
支
援
策
は
あ
る
の
か
。

【
回
答
】
国
の
需
給
シ
ス
テ
ム
対
策
で
、

一
五
〇
億
円
の
予
算
付
け
が
あ
り
、
う
ち
、

今
回
の
対
策
に
対
し
一
〇
ａ
／
三
五
、
〇

〇
〇
円
程
の
助
成
措
置
が
さ
れ
ま
す
。

二
、
営
農
・
販
売
部
門
に
対
す
る
ご
意
見

ご
要
望

○
智
恵
文
地
区
で
小
麦
乾
燥
調
製
施
設
を

各
地
域
で
運
営
し
て
い
る
が
、
作
付
面
積

の
減
少
に
よ
り
、
厳
し
い
運
営
と
な
っ
て

い
る
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
の
支
援
は
。
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う
な
対
応
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
品
目
横
断
的
対
策
で
の
事
務
代
行
に
係

る
四
、
〇
〇
〇
円
の
実
費
負
担
に
つ
い
て

説
明
不
足
で
は
。

【
回
答
】
事
務
委
託
契
約
を
組
合
員
と
Ｊ

Ａ
が
結
ぶ
際
、
四
、
〇
〇
〇
円
の
説
明
は

し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て

は
説
明
不
足
な
の
で
、
後
日
周
知
し
ま
す
。

○
過
去
実
績
の
あ
る
対
象
品
目
の
実
績
報

告
は
し
て
い
た
だ
け
る
の
か
。

【
回
答
】
報
告
し
ま
す
。

○
廃
プ
ラ
事
業
で
、
搬
入
の
折
に
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
に
「
産
業
廃
棄
物
運
搬
車
」
の
表

示
が
な
さ
れ
な
い
で
い
る
の
が
多
数
見
受
け

ら
れ
る
。

【
回
答
】
生
産
者
に
ご
理
解
願
い
、
徹
底

し
て
参
り
ま
す
。

○
も
ち
米
の
乾
燥
調
製
に
つ
い
て
、
同
じ

施
設
で
小
麦
・
大
豆
も
乾
燥
調
製
し
て
い

る
が
問
題
と
考
え
る
。

【
回
答
】
今
後
も
施
設
内
で
の
異
種
・
異

物
混
入
に
つ
い
て
は
、
掃
除
な
ど
徹
底
を

図
り
、
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

○
中
国
研
修
生
事
業
に
つ
い
て
、
理
事
者

の
考
え
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

【
回
答
】
中
国
研
修
生
事
業
に
つ
い
て
は

欠
か
せ
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。
第
一
次

受
入
機
関
・
第
二
次
受
入
機
関
の
役
割
分

担
も
明
確
に
し
て
、
今
後
と
も
継
続
し
て

参
り
ま
す
。

【
回
答
】
智
恵
文
地
区
運
営
協
議
会
と
協

議
し
て
参
り
ま
す
。

○
種
子
馬
鈴
薯
の
栽
培
圃
場
の
近
く
に
ひ

ま
わ
り
畑
が
あ
り
、
観
光
客
の
出
入
り
に

よ
り
馬
鈴
薯
畑
に
入
り
写
真
を
撮
る
客
も

い
る
。
雑
菌
（
ウ
ィ
ル
ス
）
の
進
入
の
恐

れ
も
あ
り
Ｊ
Ａ
と
し
て
行
政
に
対
し
、
要

請
し
て
欲
し
い
。

【
回
答
】
行
政
と
し
て
Ｈ
十
九
年
に
向
け

対
応
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
対
応
策
を

部
会
へ
報
告
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

【
回
答
】
ア
ス
パ
ラ
部
会
と
協
議
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
当
初
計
画
時
か
ら
消
費

者
・
実
需
者
の
要
望
も
様
変
わ
り
し
て
お

り
、
事
業
内
容
、
事
業
費
と
も
に
大
き
く

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
他
産
地
の
増
産

に
よ
り
価
格
が
低
迷
し
て
お
り
ま
す
が
、

取
扱
数
量
の
増
量
を
お
願
い
し
現
状
の
利

用
料
に
て
取
り
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え

ま
す
。

○
ア
ス
パ
ラ
の
選
果
施
設
導
入
に
よ
り
受

入
体
制
は
。

【
回
答
】
従
来
生
産
者
に
お
い
て
二
十
二

㎝
で
根
切
り
し
て
出
荷
頂
き
ま
し
た
が
、

市
場
等
よ
り
新
鮮
さ
を
求
め
ら
れ
て
い
る

中
、
従
来
通
り
混
品
と
二
Ｓ
・
Ｄ
品
の
粗

選
別
後
、
混
品
は
二
十
四
〜
二
十
七
㎝
、

二
Ｓ
・
Ｄ
品
は
二
十
三
㎝
で
庭
先
出
荷
し

て
頂
き
た
い
。
販
売
に
お
い
て
は
、
時
期

に
よ
り
二
十
三
㎝
及
び
二
十
四
㎝
で
有
利

販
売
し
た
い
。

○
中
国
研
修
生
事
業
で
従
来
、
酪
農
に
つ

い
て
牡
丹
江
公
司
は
そ
の
実
績
が
な
い
と

の
こ
と
で
対
象
外
で
あ
る
と
聞
い
て
い
た

が
、
Ｈ
十
九
年
は
牡
丹
江
か
ら
と
の
こ
と

だ
が
問
題
な
い
か
。

【
回
答
】
こ
の
地
区
で
も
、
酪
農
を
営
む

農
業
者
も
お
り
、
現
在
も
研
修
生
に
よ
る

酪
農
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
受
入
に

つ
い
て
は
問
題
な
い
と
考
え
ま
す
。

○
も
ち
米
施
設
利
用
料
・
販
売
手
数
料
の

引
き
下
げ
は
、
検
討
で
き
な
い
か
。

【
回
答
】
今
の
と
こ
ろ
引
き
下
げ
に
つ
い
て

は
難
し
い
状
況
に
あ
り
現
状
で
ご
理
解
願

い
ま
す
。

○
所
前
で
の
検
査
員
は
必
要
な
の
か
。

【
回
答
】
当
面
は
、
廃
止
出
来
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

○
花
卉
の
精
算
が
非
常
に
遅
い
。
三
ヶ
月

も
か
か
っ
て
い
る
。
概
算
払
い
は
出
来
な

い
の
か
。

【
回
答
】
品
目
・
規
格
別
な
ど
種
目
が
非

常
に
多
く
、
体
制
の
整
備
が
必
要
と
考
え

ま
す
。
生
産
者
か
ら
の
意
見
な
ど
を
聞
き

改
善
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。。

○
も
ち
米
価
格
が
急
落
し
て
い
る
が
、
Ｈ

十
九
年
度
営
農
計
画
書
で
赤
字
に
な
っ
た

場
合
は
、
計
画
を
認
め
る
の
か
。

【
回
答
】
単
年
度
の
支
出
計
画
な
の
で
、

資
金
の
手
当
も
含
め
赤
字
に
な
ら
な
い
よ

○
Ｊ
Ａ
の
職
員
は
、
担
当
分
野
で
の
組
合

員
巡
回
の
徹
底
と
点
検
を
し
、
密
接
な
つ

な
が
り
を
保
つ
べ
き
で
は
。

【
回
答
】
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
職
員
に
も

指
示
・
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

○
南
瓜
の
個
別
出
来
高
の
実
績
報
告
が
二

ヶ
月
程
か
か
っ
て
い
る
。
遅
い
の
で
改
善

を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
。

【
回
答
】
人
員
配
置
を
再
度
検
討
し
遅
滞

無
い
よ
う
報
告
し
て
参
り
ま
す
。

○
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
受
入
体
制
が
悪

く
な
っ
た
。
ス
ム
ー
ズ
な
体
制
は
取
れ
な
い

か
。

【
回
答
】
受
入
籾
形
態
数
量
を
見
直
し
、

ス
ム
ー
ズ
な
受
入
体
制
を
取
り
ま
す
。

○
Ｊ
Ａ
の
合
併
前
に
、
各
地
区
に
農
畜
産

物
対
策
協
議
会
が
あ
っ
た
が
、
設
立
又
は

統
合
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
は
。

【
回
答
】
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
農
業
交
渉
や
日
豪
の

Ｆ
Ｔ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
関
税
交
渉
な
ど
今
後
の

取
組
む
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
現

在
、
関
係
機
関
と
も
協
議
中
で
あ
り
ま
す

が
、
新
た
な
協
議
会
設
立
に
向
け
検
討
し

て
参
り
ま
す
。
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第
十
回
理
事
会

開
催
日
　
十
二
月
一
日

一
、
定
例
監
査
講
評
に
つ
い
て

監
事
会
報
告
通
り
決
定

二
、
職
員
就
業
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
提
案
通
り
決
定

三
、
準
職
員
就
業
規
則
の
一
部
改
正
に
つ

い
て提

案
通
り
決
定

四
、
自
動
車
運
行
管
理
規
程
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

五
、
不
祥
事
対
応
要
領
の
一
部
改
正
に
つ

い
て提

案
通
り
決
定

六
、
理
事
に
対
す
る
貸
付
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

七
、
て
し
お
が
わ
土
地
改
良
区
に
対
す
る

平
準
化
資
金
及
び
償
還
特
別
対
策
資

金
の
貸
付
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
農
業
振
興
計
画
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
、
職
員
組
合
要
求
書
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

三
、
年
末
大
売
出
し
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

四
、
風
連
地
区
再
開
発
事
業
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

五
、
ス
タ
ン
ド
改
修
お
よ
び
セ
ル
フ
化
に

つ
い
て

提
案
通
り
決
定

六
、
地
区
別
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

第
十
一
回
理
事
会

開
催
日
　
十
二
月
二
十
日

一
、
理
事
に
対
す
る
貸
付
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
、
米
乾
燥
調
製
施
設
利
用
助
成
に
つ
い

て
提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
特
別
賦
課
金
の
徴
収
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
、
役
員
報
酬
審
議
会
委
員
の
選
任
指
針

に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

三
、
地
区
別
懇
談
会
の
意

見
要
望
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

四
、
中
期
経
営
計
画
策
定

に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

五
、
農
事
組
合
長
・
相
談

役
・
集
団
長
へ
の
お

礼
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

第
十
二
回
理
事
会

開
催
日
　
一
月
二
十
九
日

一
、
理
事
に
対
す
る
貸
付
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
、
四
〇
、
〇
〇
〇
千
円
超
え
の
信
用
の

供
与
等
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

三
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
資
金
の
借
入
に

つ
い
て

提
案
通
り
決
定

四
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
担
当
理
事
の
選

任
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

五
、
全
国
監
査
機
構
期
中
改
善
指
示
及
び

回
答
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

六
、
平
成
十
九
年
度
役
員
報
酬
審
議
会
委

員
の
委
嘱
及
び
諮
問
額
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

理
事
会
の
経
過

11月１日………………………棚卸監査
８日～10日………第３四半期監査
20日……………第９回総務委員会
24日……………第６回購買委員会
25日……………第11回営農委員会
27日～12月１日……全国監査機構

監査
12月１日、４日……第10回定例理事会
１日…………第５回経営改善対策

特別委員会
２日………………………棚卸監査
５日～７日、９日…地区別懇談会
11日……………第７回購買委員会
12日～15日……………道常例検査
15日…………第６回経営改善対策

特別委員会
18日……………第10回総務委員会
18日……………第12回営農委員会
20日……………第11回定例理事会

１月23日……………第８回購買委員会
27日……………第11回総務委員会
29日……………第13回営農委員会
29日……………第12回定例理事会
31日………………………決算棚卸

ＪАのあゆみ

協
議
事
項

一
、
農
業
振
興
計
画
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
、
ス
タ
ン
ド
の
セ
ル
フ
化
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

吉
　
田
　
俊
　
治

平
成
十
九
年
二
月
二
十
八
日

内
部
審
査
室
室
長

〜
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
〜



広報ＪА道北なよろ

名寄市の基幹作物である馬鈴薯は、主に智恵文地区を中

心に作付がなされており、食用・加工ともに産地評価や需

要が高い作物です。しかし、近年道内では「ジャガイモシ

ストセンチュウ」という害虫による被害が拡大し、当地域

においても発生の懸念があり、再度危険性について知って

おく必要があります。

北海道では１９７２年（昭和４７年）に後志管内で発見

されて以来、網走・釧路・根室・渡島・十勝管内へと広が

り、近年では上川北部でも発生が確認されています。もし、

当地域で発生し感染が拡大するような事があれば、馬鈴薯

の収量が大幅に減少するだけでなく、風評被害などで栽培

ができなくなる恐れすらあり、甚大な被害をもたらす恐れ

があります。

ジャガイモシストセンチュウは、馬鈴薯やナスなどのナス科植物に寄生する

線虫の一種で人体に寄生することはなく食用としては無害です。この線虫は地

下部の根の外側につく１ミリメートル弱の球形で、雌成虫は根から進入し寄生

した後、死亡してシスト（卵の入った包のう）を作ります。１つのシストには

数百個の卵を包含しており、これが孵化して幼虫から成虫となって根から養分

を吸収するため、生育不良をもたらし馬鈴薯を枯らしてしまいます。土壌中の

卵はシストで保護されているため、仮に寄生植物が無い場合でも１０年～２０

年以上も生存することが可能とされ、有効な農薬が開発されていないことから発生地ではその撲滅が困難な状況

に陥り、最悪の場合は産地として馬鈴薯の栽培が出来なくなるといった被害をもたらします。

ジャガイモシストセンチュウは、自力では１年に１メートル程しか移動できな

いと言われており、風に飛ばされる土に混ざって飛散したり、雨や雪解け水に流

され拡散したり、農機具や長靴などに付着した泥に付着し運ばれたり、球根や苗

などに付着し運ばれたりという事が主な感染原因と考えられます。

無断で馬鈴薯畑に入る、車両で畑に乗り入れる等の行為はしないで下さい。特に種

馬鈴薯畑には絶対に入らないで下さい。智恵文地区には観光用のひまわり畑があり、

夏になると観光客が大勢やってきます。近くに馬鈴薯を作付した畑もあり、観光客が

畑に入らないよう名寄市にも対応と協力をお願いしております。もし見かけた場合は

すぐにJA又は名寄市にご連絡下さい。

種馬鈴薯は、必ず防疫法に基づく検査に合格した物（合格証票が添付されている物）

を使用し、健全な馬鈴薯の使用に努めて下さい。家庭菜園などに、店頭で販売されて

いる食用馬鈴薯を種馬鈴薯として使用することは絶対に避け、併せて必ず輪作を実施

するようお願いいたします。

根に付くジャガイモシストセンチュウ

北海道分布図

線虫の拡大写真

分離シスト


